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トガサワラ
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紀伊半島と高知にのみ生育
絶滅危惧種（EN)
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はじめに

n 絶滅危惧樹木にのみ共生する菌根菌が存在(Murata	et	al.	2013,	
Mujic et	al.	2014,	Murata	et	al.	2017a,	Sugiyama	et	al.	2018)

トガサワラショウロ(菌根)
(Rhizopogon togasawarius)
トガサワラにのみ共生
絶滅危惧種の要件に該当

ヤクタネゴヨウ
(Pinus	amamiana)
日本固有の５葉マツ

屋久島と種子島にのみ生育
絶滅危惧ⅠＢ類（EN)

ヤクタネショウロ（菌根）
(Rhizopogon yakushimensis)
ヤクタネゴヨウにのみ共生
絶滅危惧種の要件に該当

n トガサワラショウロとヤクタネショウロはいずれも埋土胞子とし
て最も優占し、撹乱後の宿主実生の更新に中心的役割(Murata	
et	al.	2017a,	2017b)

n どちらの絶滅危惧樹木もこの特異的菌根菌が存在しないと生き
残ることはできないであろう

目的
n トガサワラショウロとヤクタネショウロの系統および集団遺伝構
造を明らかにし、それぞれの絶滅リスクを把握する

n 絶滅のリスクが高いと思われる両菌種の菌株を分離し、カル
チャーコレクションとして整備することで保護する

調査地と方法

ヤクタネゴヨウ自生地

トガサワラ自生地
和歌山県(大塔山、川又観音)
奈良県(三之公川)
高知県（安田川山、西ノ公川、魚梁瀬）
計６箇所

屋久島(平内、万里)
種子島（早稲田川）
計３箇所

n 主要な残存林から網羅的に土
壌をサンプリング

n 埋土胞子から宿主実生で
釣り上げるバイオアッセイ

• 通常、菌根菌の分離に使われる子実体
（キノコ）はほぼ採集不可能、埋土胞
子の利用に挑戦

• 長期間培地上で継代保存すると菌根形
成能力が低下する場合があるため、苗
と共生状態で保存することに挑戦

n 系統:	ITS領域の分子系統解析

n 集団遺伝:	マイクロサテライト解析

• 全生息域を対象にした研究
• ショウロ属の胞子は少なくとも数十年は
土壌中に休眠すると考えられている

• 菌類の種レベルの系統関係を調べるのに
最適な領域

• 独自のSSRマーカー開発
• 種内の遺伝構造を調べるのに最適な領域
• 宿主についても解析し比較

調査地と方法

n 系統進化と生物地理

トガサワラショウロと近縁種の系統関係（ITS領域,	ML）

北
米
種

ア
ジ
ア
種

ML/NJ	support

トガサワラショウロ • トガサワラ属に特異的なショウロ属は
単系統、アジアの共通祖先は宿主と共
に北米から3200万年前に渡ってきたと

考えられる

• 系統距離から推定すると、中国本土
(左図Ch)の菌種とは約1760万年前、台

湾(Tw)の菌種とは約1450万年前に分化
したと考えられる

• 宿主とともに１千万年以上の独自進化
を遂げた保全価値の高い菌種であろう

ヤクタネショウロML/NJ	support

ヤクタネショウロと近縁種の系統関係（ITS領域,	ML）

• 国内のマツの菌根(左図 ECM Jp)とし
て見つかった他の菌種と1800万年以上
前に分化したと考えられる

• 中国南部で検出された菌種(Ch S)とは
約2千万年前に分化したと考えられる

• 地質学的な証拠によって、約2000万年
前から1500万年前に日本海が拡大して
日本列島が形成されたと考えられてお

り、トガサワラショウロもヤクタネ
ショウロもその時に大陸の共通祖先種
と別れて独自に進化したのだろう

n 集団間の遺伝的分化 • 集団間の遺伝的分化は絶滅危惧種に指
定されている宿主樹木よりも菌根菌で
さらに高い値

• いずれの菌種も集団間の遺伝子流動が
ほとんどないことを示唆。宿主の花粉
が風散布なのに対し、両菌種とも小動

物に胞子散布を依存しているため、よ
り強い移動制限

• 隔離された小集団内で近親交配が進行
し絶滅に至るリスクは菌根菌の方が高
いと考えられる

• IUCNのレッドリスト登録を申請中

n 菌株の単離・寄託

• トガサワラショウロは２１菌株、ヤクタネショウロは１１菌株の単離に成功
• 異なる集団から得られた菌株をNBRCへ寄託・公開

• 埋土胞子からの菌株取得方法は発展性がある（子実体が得難い菌株への応用）
• 絶滅危惧菌種の保存というカルチャーコレクションの新たな役割の可能性

n 樹木に共生させた状態での菌株維持

バイオアッセイの様子

非感染ヤクタネゴヨウ（２年生）

ヤクタネショウロに感染したヤクタネゴヨウ（２年生）

• 菌根菌の感染により明らか
な宿主の成長促進作用
→宿主の保全に不可欠

• 苗と共生させた状態での２
年間の維持に成功、他菌種
の感染なし

→菌根菌株の新たなコレク
ション方法として可能性

• ポット中に子実体が形成さ
れれば埋土胞子として保存
や交配育種も可能
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